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The Composition and Wearing of the“Straight-hem Gown”
Unearthed from the Han Tomb No.1 at Mawangdui
──By Making a Copy──
水 野 夏 子
（Natsuko Mizuno）
Abstract : In this study, I will focus on the“straight-hem gown”unearthed from the Han Tomb No.1 at
Mawangdui, and make clear the special features of its composition and wearing. The following conclusions
were made :
1. According to contributing literary resources, the“straight-hem gown”was used for everyday clothing,
but by investigating the garments found in the figures, the possibility that the“straight-hem gown”was
extravagant and appropriate clothing for formal occasions can be considered.
2. The length of the edging of the hem is as long as 40 cm. I established that the edging touches above the
knee and that the reason for the long hem was to make walking and formal behavior easier.
3. The possibility that there are several types of materials, patterns, sleeve shapes, lengths, collars, edgings
and skirt designs in addition to those found in the unearthed gown can be considered.
4. The waist measurement was established to be 70 cm（or less than 70 cm）. It can be considered that the
sense of beauty during that time valuing a narrow waist was emphasized by the widening-hem structure
in the figures.
5. The waist-cord can be thought to have been tied below the buttocks.












































場所表地 裏地 縁飾り 着丈 裄













②印花敷彩黄紗綿袍 329−13 綿入れ 紗（黄） 平絹 平絹
捺染と手描き：
植物文（表地） 132 114






























cm，左袖口～右袖口 250 cm，袖付け 39 cm，袖丈 25
cm，腰幅 51 cm，裾幅 66 cm，襟の縁飾りの幅 20 cm，

















図 2 発掘報告書における“直裾袍”（遺物番号 329−12）の図解（英数字は筆者記入）
図 3 袖の縁飾りの分解図（筆者作製）






































































































































































































































りが 70 cm 前後，彩絵立俑と同じにするには，腰まわ
りが 50 cm 前後でなければならないということが明ら
かになった。漢代の俑には腰部の細いものが多いことか
ら，当時は現在よりも細い腰であった可能性はあるが，
















































































































呂后 2（前 186）年の 8年間で，長沙国丞相を兼
任していた。
２）湖南省博物館・中国科学院考古研究所編『長沙馬
王堆一號漢墓』，文物出版社，1973年
３）名称については，本稿では発掘報告書に従い，
「袍」として“曲裾袍”および“直裾袍”を用い
る。
４）相川佳予子「漢代衣服史小考」，『東方学報』47
号，京都大学人文科学研究所，1974 年，pp.191
～216
相川佳予子「漢代の衣服－主として長沙発掘の染
織品について－」，『衣生活研究』4，関西衣生活
研究会，1975年，pp.38～44
袁建平「論馬王堆一号漢墓出土綿衣」，『湖南省博
物館館刊』第 1 期，『船山学刊』雑誌社編集出
版，2004年，pp.210～220
５）拙稿「馬王堆一号漢墓出土『信期繍褐羅綺綿袍』
の構成と着装に関する一考察」，『国際服飾学会
誌』No.30，国際服飾学会，2006年，pp.50～68
“曲裾袍”は，上前を巻き付けて着用する交領・
右衽・筒袖のもので，綿入れと袷があり，素材に
は平絹・羅・錦，文様には雲気文（刺繍）や菱形
文・幾何学文・畝文（製織）が見られる。
６）構成・着装の考察には，原寸大の複製が最も望ま
しいと思われるが，本研究では，衣服全体の把握
に有効的，データがとりやすいなどの理由から，
1/2を採用した。1/2よりも小さく複製した場合
には，その衣服が本来持っている構成の特徴が失
われ，形態を変えてしまう可能性がある。
７）前掲 注 2）pp.67～68
８）前掲 注 2）p.68
９）『淮南子』本経訓第八「衣無隅差之削」，高誘注
「隅，角也，差，邪也，古者質，皆全幅為衣裳，
無有邪角，邪角，削殺也」
本稿の『淮南子』は，全て諸子集成本の劉文典撰
『淮南鴻烈集解』（中華書局，1989年）に拠る。
１０）『史記』巻十孝文本紀「上常衣 衣，所幸慎夫人，
令衣不得曳地，幃帳不得文繍，以示敦朴，為天下
先」
１１）前掲 注 5）pp.56～57
１２）漢書巻四十五蒯伍江息夫伝（江充）「自請願以所
常被服冠見上，上許之，充衣紗穀褝衣…」
１３）棺室から出土（1点）した。前掲 注 2）pp.39～
45
１４）計 162点出土。着衣戴冠男俑，着衣侍女俑，着衣
歌舞俑，彩絵立俑，彩絵楽俑，辟邪の木俑，小木
俑がある。前掲 注 2）pp.97～101
１５）陝西省臨潼県新豊驪山出土陶俑，湖北省江陵鳳凰
山 167・168号漢墓出土彩絵木俑，江蘇省徐州銅
山漢墓出土陶俑，山東省嘉祥東漢墓出土陶俑な
ど。
１６）前掲 注 5）p.55
１７）1.5 m というのは，“曲裾袍”の複製の袍で必要
な長さを検討した際，2回まわし余裕を持たせて
前で結ぶとして計算した長さである。“曲裾袍”
も腰紐の実物は出土していない。
１８）前掲 注 2）p.97
１９）同上
２０）同上
２１）『漢書』巻五景帝紀「錦繍纂組，害女紅者也…女
紅害則寒之原也」
２２）『淮南子』主術訓第九「百姓短褐不完，而宮室衣
錦繍，人主急茲無用之功，百姓黎民， 於天
下」
２３）『淮南子』斉俗訓第十一「有詭文繁繍，弱羅
紈，必有菅屩，短褐不完者」
２４）前掲 注 5）p.56
２５）『淮南子』繆称訓第十「錦繍登廟，貴文也…故
子文錦也，雖醜登廟，子産練染也，美而不尊」
２６）101点出土（162点中）。前掲 注 2）pp.97～100
２７）張衡「思玄賦」（『文選』巻十五）「舒之繊腰
兮」，李善注「細腰貌」
２８）前掲 注 5）pp.55～56
２９）前掲 注 5）p.55
（2010年 11月 30日受理）
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